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もがみがわ 

情報局 ペレット 
ストーブ 

 2月に入り、立春を過ぎて暦の上では春になりましたが、1月同様、まだまだ寒い日が続いております。 

 今回は、そんな寒～い日々に欠かせない暖房器具の一つであるストーブで、改良区で導入しているペ

レットストーブをご紹介します。 

 このストーブは、前回紹介した「エコアクション21」の取組みの一環で、本区環境方針にあるＣＯ2（二

酸化炭素）の排出量削減に繋がるため、平成20年度及び平成21年度に購入・設置したものです。 

 間伐材や樹木の伐採時などに発生した枝葉や製材工場

などから排出される樹皮・鋸屑・端材といった循環資源

としての「木質バイオマス」を細かく砕き、圧縮するこ

とで棒状に固めて成形した「木質ペレット」を燃料とし

ているストーブのことです。 

 また、この「木質ペレット」は、木材のみを原料とし

ているため、燃焼後に発生する二酸化炭素は樹木が吸収

していた分だけなので、石油などの化石燃料のように大

気中に新たに二酸化炭素を増加させることがない、環境

に優しい燃料です。 

本区のペレットストーブ 

本区環境方針は こ ち ら  

 下の写真に写っているのが、本区事務室内に設置している

ペレットストーブです。 

 使用しているのは、山形県内のクロマツから生じる循環資

源を100％原材料とした木質ペレットで、ストーブの右上部

を開いて燃料補給を行います。 

開くと… 

大体2～3㎝ほどの大きさです。 

  広報にはエコアクション21環境

活動報告を掲載しております。 

(平成25年度は報告なし) 

  ペレットストーブ導入によるＣ

Ｏ2の削減効果については、平成21

年度広報第67号及び平成22年度広報

第69号のエコアクション21環境活動

報告をご覧下さい。 

   最上川土地改良区ホームページ

に広報を添付しています 

(右側参照、平成21年度新年号～) 
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